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今年度はきぬの郷が開設してから10年目になります。利用者様・ご
家族様の温かいご理解とご協力があったからこそ、試行錯誤しながら
10年目を迎えることが出来ました。
「お母さんは、仕事どお？」と家族に問われると、毎回「仕事、楽しい
よ」と心から答えることが出来た日々でした。
利用者様一人一人から一生ものの宝物を頂きました。

始めて一人で坐れてうれしそうな声と満面の笑顔・自ら手を伸ばしてプ
レゼントを取る姿・立ち上がっての急なバックハグ・言葉が不明瞭だっ
たけれど名前を呼んでくれていたと分かった時の喜び・純粋でキラキラ
輝く天使のような笑顔・喜びがはじける元気いっぱいの声など・・・宝
石箱に色とりどりの宝物がいっぱいです。
職員も変わったことでご迷惑もおかけしましたが、若い方に数名代わ

り、覚えが早くて、思慮深く、すぐに行動出来てパワフルです。新型エ
ンジン搭載という感じです。一番旧式の私は、穏やかで安心できる環境
であるように努めていきたいと思います。
まだまだ気付いていない利用者様の可能性や、聞こえなくても伝えて

くれている訴えを探るべく、今日も一緒に大切な時間を、ご家族の思い
と共に過ごしていきたいと思います。

看護師 浅川智子

春光の折、ご利用者様ご家族様におかれましては益々ご清祥のことと
お慶び申し上げます。
さて、わたくし古舘は近年体力の衰えを強く感じていたため、減量と

体力向上を目的に散歩を始めてみました。「気分転換」になり自分には
合っていたようで見事にハマりまして、休みの日には散歩をしないと気
が済まない体となりました。お酒が美味しくなるため残念ながら一向に
体重が減る気配はありませんが。
活動としては定番の「散歩」ですが、改めて利用者の皆さんにとって

体にどんな良いことがあるかを少し調べてみますと「体力・筋力・骨の
生成促進」、「五感が刺激され脳の成長を促す」等の効果が期待できる
そうです。また、家族や仲間とコミュニケーションの時間としても有効
ですし、季節の変化を感じるのも楽しみの一つですね。さらには「脳内
で「幸せホルモン」とも呼ばれているセロトニンという物質が分泌され
ることで、精神的な安定や前向きな気分が得られる」とのこと。なるほ
どこれはハマるわけです。自然に触れ、五感を刺激することで「小さな
しあわせ」を感じているという事ですね。穏やかな春の日差しが心地よ
い季節となりました。皆さんも散歩を日々の生活に取り入れて、「小さ
なしあわせ」を探しに出かけてみてはいかがでしょう。

管理者 古舘謙一郎

４月1日より浜川ステラよりきぬの郷へ異動となりました保育士の梅山真
美と申します。何人かの利用者様とは少しだけ面識があり、初対面の方が多
いですが、１日でも早く皆様と仲良くなり楽しく過ごして行けたらと思いま
すので、どうぞよろしくお願い致します。

保育士 梅山真美

この度４月からゾーン・サポートきぬの郷に入職となりました看護師の
植原深愛（うえはらみあい）と申します。
以前は総合病院の病棟看護師として勤務しておりました。デイサービス

での勤務は初めてで不慣れな点もございますが、皆様が楽しく快適に安全
にすごしていただけるよう努めてまいります。よろしくお願い致します。

看護師 植原深愛

このたび４月1日よりステラへ異動する事になりました。
皆様の温かい言葉に励まされ、そして笑顔に癒されました。大変感謝して

おります。1年間本当にありがとうございました。
最後に皆様のご健康とご多幸をお祈り致します。

介護福祉士 丸山美奈子
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